
いたばし

●定例会では、区政の各分野における課題について、13名の議員が一般質問を行い、
区長などに報告や説明を求めました（要旨を3～5面に掲載）。

●区長提出議案については令和2年度一般会計補正予算（第5号）など11件を可決し、
議員提出議案については意見書3件を可決しました（詳細は2面、8面に掲載）。

●区長から提出された令和元年度（平成31年度）一般会計および4特別会計の決算報
告について、全議員により構成する「決算調査特別委員会」を設置し、6日間にわ
たり集中的に審議を行いました（総括質問の要旨を6面に掲載）。本会議最終日
（10月27日）に、各会派による討論を経て、令和元年度（平成31年度）決算を賛成
多数で認定しました（討論の要旨を7面に掲載）。

●陳情は2件を採択、14件を不採択とし、その他は継続審査としました（詳細は2面
に掲載）。

●任期満了に伴う選挙管理委員および同補充員の選挙を行い、新たな委員と補充員を
決定しました。また、区長から提出された教育委員の任命および監査委員の選任に
同意しました。

●新型コロナウイルス感染症に係る緊急対策の実施に伴う令和2年度一般会計補正予
算（第4号）について審議するため、7月29日（会期1日間）に令和2年第2回臨時
会を開催し、同予算を可決しました（詳細は2面に掲載）。
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令和2年11月29日
発 行 板橋区議会事務局
〒173‐8501
東京都板橋区板橋2‐66‐1
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https://www.city.itabashi.tokyo.jp/
kugikai/

区議会だより 第第33回回
定定例例会会

主な掲載内容

議案・陳情等の
審議結果 2

一般質問（要旨）
区政全般に対して
行われた質問を紹介

3
〜
5

決算に対する
総括質問
（要旨）

6

決算の概要・
決算に対する討論
（要旨）

7

議会トピックス 8

令和元年度（平成31年度）一般会計決算および４特別会計決算を認定

○板橋区議会ホームページでは、本会議のインターネット生中継や録画中継がご覧いただけます。
○本会議や委員会の次第、配付資料は、ホームページに掲載しています。 検索板橋区議会

令和2年第2回臨時会（7月29日）

12月8日に、東板橋公園内「板橋こども動物園」がリニューアルオープンします！

令和2年第3回定例会（9月23日～10月27日）



令和2年（2020年）11月29日（２）い た ば し 区 議 会 だ よ り第1９４号

福

祉

費

○生活困窮者自立支援事業
5億745万9千円

感染拡大を背景として申請
が急増している住居確保給
付金の支給

○生活保護法施行扶助費
7億7，600万円

受給者の増加を踏まえた、
扶助費の支給に要する経費

○疾病予防・相談事業
9,037万9千円

•感染者の急増に伴う診療
報酬などに要する経費
•里帰り出産などによる定
期予防接種費用助成金対
象者の増に対応

衛
生
費

○母子健康指導事業経費
290万6千円

多胎児家庭に対し乳幼児健
診の際の移動経費などを助
成するため、1世帯あたり
2万4千円分のこども商品
券を配付
○医師・看護師等経費

698万8千円
保健所における保健師の増
員などに要する経費

総
務
費

○文化・国際交流推進経費
1,500万円

「アーティストバンクいた
ばし」の登録者から動画を
募集し、採用作品に10万円
の支援金を支給

福
祉
費

○臨時福祉商品券給付事業経費
12億5,768万7千円

低所得者に対し、1人あた
り1万円分の区内共通商品
券を配付

衛
生
費

○新型コロナウイルス検査・
医療体制等支援事業経費

9,000万円
新型コロナウイルス感染症
患者入院病床を整備する医
療機関への整備費を助成

産
業
経
済
費

○商工業振興経費
2億8,769万5千円

•区内小規模店におけるキ
ャッシュレス決済の利用
により、20%の還元を受
けられるキャンペーンを
実施
•いたばしバル事業の仕組
みを活用し、プレミアム
率50%のいたばしプレミ
アムバルチケットを販売

教
育
費

○要保護及び準要保護児童・
生徒の保護者に対する就学
援助費

3,435万9千円
家計が急変した児童・生徒
の保護者に対する就学援助
の特例認定を実施

結果件名 結果件名

■意見が異なった議案・陳情に対する各会派の態度 ○＝賛成、×＝反対、退＝退席、欠＝欠席

結果

認定
認定
認定
認定
認定
原案可決
原案可決
原案可決
不採択
不採択

不採択

不採択
不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択
不採択
不採択

会派名など（かっこ内は所属議員数。自民党は議長を除く数）
無所属議員

（左から氏名の50音順）

（1）

○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×

×
×

×

×

×

×
×

×

×
×
×

（1）

○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×

×
×

×

×

×

×
×

×

×
×
×

無所属
の会

（2）

×
×
×
×
×
○
×
×
○
○

○

○
×

○

○

×

○
○

○

○
○
○

市民

（3）

○
×
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

×2 退1

○

×

○
○

○

×
○
○

民主
クラブ

（4）

○
○
○
○
○
○
○
○
×
○

×

×
×

×

○

×

×
×

×

×
×
×

共産党

（9）

×8 欠1
×8 欠1
×8 欠1
×8 欠1
×8 欠1
×
×
×

○8 欠1
○8 欠1

○8 欠1

○8 欠1
○

○

○

○

○
○

○

○
○
○

公明党

（10）

○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×

×
×

×

×

×

×
×

×

×
×
×

自民党

（15）

○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×

×
×14 欠1

×14 欠1

×14 欠1

×14 欠1

×14 欠1
×14 欠1

×

×
×
×

件名

令和元年度（平成31年度）板橋区一般会計歳入歳出決算
令和元年度（平成31年度）板橋区国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
令和元年度（平成31年度）板橋区介護保険事業特別会計歳入歳出決算
令和元年度（平成31年度）板橋区後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算
令和元年度（平成31年度）板橋区東武東上線連続立体化事業特別会計歳入歳出決算
板橋区立住宅条例を廃止する条例
板橋区立高齢者住宅条例の一部を改正する条例
板橋区都市づくり推進条例
陳情等の区議会ホームページ上での公開を求める陳情
委員会のインターネット中継を求める陳情
板橋区議会議員の政務活動費の収支報告書に加え、「会計帳簿」および「領収書その
他の証拠書類」を板橋区議会のホームページで公開することを求める陳情
陳情等の区議会ＨＰ上での公開を求める陳情
公選法の戸別訪問禁止規定等の撤廃を求める意見書の提出を求める陳情
「都立病院・保健医療公社病院の地方独立行政法人化の中止を求める意見書」を東京
都に提出する陳情
新型コロナウイルス感染症から区民生活をまもり、安心・安全に生活ができるように
するための陳情 第2項 意見書提出の件
新型コロナ対応にかかわる保健所・医療機関の機能充実についての陳情
第2項 介護事業者等への PCR定期検査の件 第4項 医療機関等への減収補填の件
第3項 必要資材備蓄の件
介護保険料を引き上げないことを求める陳情
大山駅西地区周辺のまちづくりに関する陳情
第3項 商店街とクロスポイント地区との連携の件 第5項 地域コミュニティ活
性化施設整備の件 第6項 都への地元要望働きかけの件
あいキッズ事業者再選定の改善を求める陳情
小中学校の30人以下少人数学級を求める陳情
小中学校給食におけるアレルギー対応改善についての陳情

決
算

条
例

陳
情

区
長
提
出
議
案

原案
可決

可決

令和2年度板橋区一般会計補正予算（第4号） ※第2回臨時会

令和2年度板橋区一般会計補正予算（第5号）

令和2年度板橋区国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）

令和2年度板橋区介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

板橋区手数料条例の一部を改正する条例

板橋区立公園条例の一部を改正する条例

自転車等の駐車場の整備及び放置の防止に関する条例の一部を改正する条例

土地の交換について

予
算

条
例

その他

区
長
提
出
議
案

原案
可決

不採択

採択

各4名
を選出

同意

同意

固定資産税及び都市計画税の軽減措置継続に関する意見書

指定難病の対象疾患拡大の検討対象となることを求める意見書

地方自治体のデジタル化の着実な推進を求める意見書
対外的情報省を設立し、アメリカの占領政策の残滓である、東京都下
米軍横田基地の全面返還の意見書を国に提出する事に関する陳情
固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の提出に関する陳情

指定難病の対象疾患拡大の検討対象となることを求める陳情

板橋区選挙管理委員及び同補充員の選挙

板橋区教育委員会委員任命の同意方について

板橋区監査委員選任の同意方について

意
見
書

陳
情

人
事

議
員
提
出
議
案

そ
の
他

【今定例会において新規に受理され、継続審査となった陳情】
○区立福祉園の民営化に関する考え方に関する陳情 ○新型コロナ対応にかかわる保健所・医療機関の機能充実についての陳情 第1項 専門職員増員の件 ○「舟渡いこいの家
利活用（中間案）」についての陳情 ○障害児の就学前集団生活に関する陳情

◆議案の内容や議員ごとの態度はホームページに掲載しています。
◆会議録は12月中旬に区議会ホームページや区議会事務局、図書館、区政
資料室、公文書館で閲覧できます。

補正額
55億7,400万円

〈補正予算に計上された主な内容〉

一般会計補正予算（第5号）
第3回定例会

補正額
17億3,000万円

〈補正予算に計上された主な内容〉

第2回臨時会および
第3回定例会の審議結果

一般会計補正予算（第4号）
第2回臨時会

■全会一致となった議案・陳情などの審議結果

可
決
し
た
主
な
議
案



第194号い た ば し 区 議 会 だ よ り（３）令和2年（2020年）11月29日

台風19号直後の荒川増水の様子

し
い
な
ひ
ろ
み

（
無
所
属
の
会
）

介
護
従
事
者
を
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被

害
か
ら
守
る
た
め
に

【
質

問
】
現
場
の
課
題
で
あ
る

経
営
者
や
責
任
者
か
ら
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
相
談
窓
口
を
設
置
す
べ
き
。

【
区

長
】
区
に
相
談
い
た
だ
き
、

内
容
に
応
じ
て
国
や
都
な
ど
の
窓

口
を
案
内
し
て
い
く
。

【
質

問
】
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

の
観
点
か
ら
、
2
人
以
上
の
職
員

に
よ
る
訪
問
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
の

費
用
の
一
部
助
成
を
次
期
計
画
に

位
置
づ
け
る
べ
き
。

【
区

長
】
集
団
指
導
に
お
い
て
、

訪
問
時
の
注
意
点
や
悪
質
事
例
の

共
有
を
行
う
と
と
も
に
、
都
へ
補

助
制
度
創
設
を
要
望
し
て
い
く
。

血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査
の
実
施
を

【
質

問
】
フ
レ
イ
ル
や
認
知
症

の
予
防
に
つ
な
が
る
血
清
ア
ル
ブ

ミ
ン
検
査
を
後
期
高
齢
者
健
康
診

断
の
検
査
項
目
に
加
え
る
べ
き
。

【
区

長
】
後
期
高
齢
者
健
康
診

断
の
検
査
項
目
に
、
栄
養
状
態
を

測
る
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
を
追
加
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

お
む
つ
支
給
事
業
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
介
護
保
険
制
度
の
改

正
時
も
軽
度
者
が
引
き
続
き
利
用

で
き
る
よ
う
、
主
治
医
の
意
見
書

を
活
用
し
た
救
済
措
置
を
。

【
区

長
】
よ
り
必
要
な
利
用
者

に
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
い
け
る

よ
う
、
対
象
範
囲
や
ニ
ー
ズ
を
精

査
し
、
財
政
状
況
も
考
慮
し
な
が

ら
事
業
内
容
の
充
実
を
図
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
取
組
み

に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

障
が
い
者
福
祉
の
充
実
を
求
め
て

【
質

問
】
親
亡
き
後
も
、
強
度

行
動
障
が
い
を
含
む
重
度
知
的
障

が
い
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
せ
る
よ
う
、
体
制
の
整
備
を
。

【
区

長
】
5
年
3
月
に
板
橋
キ

ャ
ン
パ
ス
跡
地
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
開
設
予
定
。
地
域
生
活
支
援

拠
点
の
機
能
を
取
り
入
れ
、
強
度

行
動
障
が
い
を
含
め
た
重
度
知
的

障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
取
り
組
む
。

【
質

問
】
農
福
連
携
は
、
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
が
進
む
農
業
分

野
で
新
た
な
働
き
手
確
保
に
つ
な

が
る
。
し
か
し
、
区
の
農
福
連
携

協
定
事
業
は
水
耕
栽
培
で
あ
り
、

高
齢
化
の
問
題
に
寄
与
せ
ず
、
情

緒
的
効
果
も
見
込
め
な
い
が
、
事

業
の
効
果
に
つ
い
て
見
解
は
。

【
区

長
】
農
作
物
栽
培
を
通
じ
、

農
業
へ
の
興
味
・
関
心
が
醸
成
さ

れ
る
と
認
識
。
将
来
、
本
格
的
な

農
業
に
取
り
組
む
新
た
な
担
い
手

の
確
保
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
問
う

【
質

問
】
様
々
な
障
が
い
の
特

性
を
踏
ま
え
た
意
見
を
取
り
入
れ
、

振
興
に
取
り
組
む
べ
き
。
有
識
者

や
健
常
者
・
障
が
い
者
ア
ス
リ
ー

ト
を
含
む
情
報
交
換
の
場
を
。

【
区

長
】
多
様
な
意
見
を
集
め
、

施
策
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
必
要
と

認
識
。
障
が
い
者
ア
ス
リ
ー
ト
な

ど
も
含
め
た
情
報
連
絡
会
や
懇
談

会
の
開
催
を
検
討
す
る
。

【
質

問
】
障
が
い
者
ア
ス
リ
ー

ト
が
区
民
と
接
す
る
こ
と
で
障
が

い
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
同
じ
障

が
い
者
へ
も
勇
気
や
希
望
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
ポ
ー
ツ
大

使
と
し
て
任
命
し
て
は
。

【
区

長
】
東
京
2
0
2
0
大
会

を
契
機
と
し
、
新
た
に
障
が
い
者

ア
ス
リ
ー
ト
を
ス
ポ
ー
ツ
大
使
に

任
命
す
る
方
向
で
準
備
中
。
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
活
用
し
な
が
ら
、
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
。

学
校
教
育
を
問
う

【
質

問
】
区
内
全
小
・
中
学
生

へ
配
付
さ
れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
、

緊
急
時
の
保
護
者
へ
の
連
絡
や
災

害
時
の
情
報
伝
達
に
活
用
し
て
は
。

【
教
育
長
】
安
全
上
の
理
由
な
ど

か
ら
、
学
校
へ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
持
込
み
の
要
望
が
増
え
て
い
る
。

緊
急
時
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
利
活
用

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
発
達
障
が
い
の
指
導

・
援
助
を
行
う
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

教
室
が
全
校
に
設
置
さ
れ
た
。
ど

の
よ
う
に
教
室
を
推
進
し
、
共
生

社
会
を
実
現
す
る
の
か
。

【
教
育
長
】
特
別
支
援
教
室
専
門

員
や
担
任
な
ど
が
連
携
し
、
丁
寧

に
教
室
の
利
用
を
促
し
て
い
る
。

指
導
を
充
実
さ
せ
、
障
が
い
の
あ

る
児
童
・
生
徒
が
有
意
義
な
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
、
共
生
社
会

実
現
に
向
け
た
一
歩
と
考
え
る
。

補
助
第
26
号
線
に
バ
ス
路
線
を

【
質

問
】
利
便
性
向
上
に
向
け

事
業
者
に
働
き
か
け
、
補
助
第
26

号
線
に
バ
ス
路
線
の
実
現
を
。

【
区

長
】
計
画
中
の
大
山
駅
前

広
場
に
バ
ス
乗
降
場
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
。
利
用
客
増
加
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
事
業

者
に
路
線
の
拡
充
を
働
き
か
け
る
。

し
の
だ
つ
よ
し

（
自

民

党
）

山

田

貴

之

（
自

民

党
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
差
別
や
偏
見

を
生
ま
な
い
た
め
に

【
質

問
】
医
療
従
事
者
や
陽
性

者
、
そ
の
家
族
に
対
す
る
差
別
や

偏
見
に
は
毅
然
と
対
応
す
べ
き
。

正
し
い
知
識
の
提
供
と
意
識
啓
発

の
取
組
み
を
。

【
区

長
】
差
別
・
偏
見
や
個
人

を
特
定
し
よ
う
と
す
る
行
為
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
、
感
染
者
の
情

報
は
個
人
情
報
に
留
意
し
公
表
し

て
い
る
。
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
の
新
し
い
生
活
様
式
の

周
知
と
と
も
に
、
差
別
や
偏
見
を

生
ま
な
い
よ
う
啓
発
に
努
め
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
運
営
を

問
う

【
質

問
】
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

景
気
や
企
業
業
績
悪
化
に
つ
い
て
、

財
政
見
通
し
と
今
後
の
方
針
は
。

【
区

長
】
3
年
度
予
算
は
税
収

減
や
扶
助
費
な
ど
の
増
加
に
よ
り

183
億
円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ

る
。
実
施
計
画
事
業
の
見
直
し
や

予
算
要
求
の
シ
ー
リ
ン
グ
実
施
な

ど
の
緊
急
財
政
対
策
に
取
り
組
む
。

【
質

問
】
感
染
症
対
策
の
た
め
、

区
民
の
来
庁
回
数
を
減
ら
し
、
手

続
き
の
簡
略
化
に
取
り
組
む
べ
き
。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
拡
充
が
必
要

と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

【
区

長
】
年
間
2
千
件
以
上
発

生
す
る
手
続
き
に
つ
い
て
、
優
先

的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。
課
題
を
整
理
し
、

他
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
し
つ

つ
、
段
階
的
に
拡
充
し
て
い
く
。

【
質

問
】
成
人
式
は
地
域
住
民

の
尽
力
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
き
た
。

感
染
症
の
影
響
も
踏
ま
え
、
新
た

な
形
式
で
の
開
催
を
検
討
し
て
は
。

【
区

長
】
地
区
ご
と
に
開
催
す

る
区
独
自
の
実
施
方
法
に
よ
り
3

密
が
避
け
ら
れ
る
た
め
、
2
年
度

は
感
染
対
策
の
う
え
実
施
予
定
。

新
成
人
を
地
域
で
祝
う
よ
り
良
い

式
の
運
営
を
め
ざ
す
。

【
質

問
】
児
童
・
生
徒
の
希
望

と
感
染
対
策
を
両
立
し
た
卒
業
式

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

【
教
育
長
】
卒
業
式
は
新
生
活
へ

の
動
機
付
け
と
な
る
重
要
な
行
事

と
認
識
。
2
年
度
は
感
染
対
策
を

徹
底
し
、
卒
業
生
の
心
情
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
学
校
の
実
情
に
応

じ
た
実
施
方
法
を
検
討
す
る
。

教
育
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
オ
ン
ラ
イ
ン
の
相
談

体
制
を
確
立
し
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
相
談
が
受
け
や
す

く
な
る
よ
う
検
討
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
で

は
気
軽
に
相
談
が
で
き
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
や
不
登
校
児
童
・
生
徒

の
様
々
な
状
況
に
対
応
で
き
る
と

認
識
。
国
や
都
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
活
用
を
検
討
す
る
。

【
質

問
】
小
中
一
貫
型
学
校
の

整
備
に
あ
た
り
、
区
と
し
て
ど
の

よ
う
な
学
校
を
作
る
の
か
具
体
像

を
示
す
べ
き
。
今
後
の
方
針
は
。

【
教
育
長
】
小
中
一
貫
型
学
校
整

備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
検
討
し
て
い
る
。
学
校
改
築

に
関
す
る
基
本
構
想
・
基
本
計
画

を
策
定
す
る
ま
で
に
具
体
像
を
ま

と
め
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
平
和
に
関
す
る

事
業
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

安

井

一

郎

（
自

民

党
）

エ
シ
カ
ル
消
費
の
教
育
を

【
質

問
】
エ
シ
カ
ル
消
費
は
、

環
境
や
社
会
問
題
の
解
決
に
つ
な

が
る
商
品
を
購
入
す
る
消
費
行
動

で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も
も
理
解

し
実
践
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

学
校
で
の
取
組
み
状
況
は
。

【
教
育
長
】
持
続
可
能
な
方
法
で

生
産
・
消
費
す
る
理
念
は
重
要
と

認
識
。例
と
し
て
、家
庭
科
で
は
物

の
買
い
方
・
選
び
方
、
消
費
者
の

権
利
と
責
任
な
ど
を
学
習
し
て
い

る
。
生
産
と
消
費
の
あ
り
方
を
考

え
、
身
近
な
問
題
の
解
決
に
向
け

て
実
践
す
る
態
度
を
育
ん
で
い
く
。

喫
煙
所
設
置
を
問
う

【
質

問
】
区
長
は
、
喫
煙
者
の

区
役
所
利
用
者
・
区
職
員
の
思
い

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
喫
煙
所

設
置
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
、

見
解
は
。

【
区

長
】
望
ま
な
い
受
動
喫
煙

の
防
止
に
加
え
、
喫
煙
者
と
非
喫

煙
者
が
互
い
の
立
場
を
尊
重
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
都
補
助

金
を
活
用
し
、
区
役
所
周
辺
に
公

衆
喫
煙
所
を
設
置
す
る
考
え
に
変

更
は
な
い
。
民
間
施
設
へ
の
補
助

を
柱
に
し
な
が
ら
、
適
地
確
保
に

努
め
る
。

区
街
路
樹
の
害
虫
駆
除
を
問
う

【
質

問
】
高
島
平
の
区
道
街
路

樹
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
の
毛
虫
が
大
量
発
生
し
た
。

今
後
、
発
生
を
防
ぐ
対
策
は
行
え

る
か
。

【
区

長
】
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
に
毒
性
は
な
い
が
、
繁
殖
力
が

高
く
幼
虫
に
よ
る
食
害
で
樹
木
が

被
害
を
受
け
る
。
発
生
を
防
ぐ
に

は
広
範
囲
の
一
斉
駆
除
が
必
要
と

な
り
困
難
。
引
き
続
き
注
意
を
払

い
、
初
期
段
階
で
の
駆
除
に
努
め

る
。

大
山
町
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
周
辺
地

区
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
問
う

【
質

問
】
建
築
物
の
解
体
工
事

に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止

対
策
の
重
要
性
が
提
起
さ
れ
て
い

る
。
区
と
し
て
現
状
を
ど
う
把
握

し
、
対
策
を
進
め
て
い
く
の
か
。

見
解
は
。

【
区

長
】
解
体
工
事
の
施
行
者

で
あ
る
再
開
発
事
業
組
合
に
対
し
、

大
気
汚
染
防
止
法
や
都
環
境
確
保

条
例
な
ど
の
法
令
に
基
づ
き
、
ア

ス
ベ
ス
ト
な
ど
の
飛
散
防
止
対
策

を
適
正
に
実
施
す
る
よ
う
引
き
続

き
指
導
す
る
。

水
害
対
策
を
問
う

【
質

問
】
荒
川
が
氾
濫
し
た
場

合
、
区
で
は
約
920
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

浸
水
の
可
能
性
が
あ
る
。
避
難
行

動
要
支
援
者
の
移
送
は
大
き
な
課

題
と
考
え
る
。
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
を
活
用
し
た
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
取
組
み
を
。

【
区

長
】
要
支
援
者
全
員
を
公

助
の
み
で
避
難
さ
せ
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
共
助
の
取
組
み
が
重

要
。
2
年
度
は
事
前
の
備
え
に
つ

い
て
通
知
し
、
親
戚
宅
な
ど
へ
の

縁
故
避
難
や
介
護
事
業
所
へ
の
避

難
先
の
相
談
な
ど
に
つ
い
て
啓
発

を
行
っ
た
。
台
風
接
近
が
想
定
さ

れ
る
際
は
、
住
民
防
災
組
織
や
民

生
・
児
童
委
員
か
ら
安
全
な
う
ち

に
声
掛
け
が
行
わ
れ
る
予
定
。

9月23日
9月24日
本会議

一
般
質
問

◆
質
問
と
答
弁
は
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
質
問
の
全
文
（
会
議
録
）
は
、
12
月
中
旬
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
2
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
、
各
議
員
が
一
般
質
問
を
し
て
い
る

動
画
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

（
4
面
へ
続
く
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
を
踏

ま
え
た
避
難
所
運
営
を
問
う

【
質

問
】
区
は
大
規
模
水
害
避

難
等
対
応
方
針
を
策
定
し
た
。
方

針
に
示
し
た
、
避
難
所
に
お
け
る

感
染
症
対
策
の
内
容
は
。

【
区

長
】
避
難
所
受
付
で
検
温

や
健
康
状
態
の
確
認
を
行
い
、
無

症
状
者
と
発
熱
な
ど
の
症
状
の
あ

る
人
の
動
線
が
交
わ
ら
な
い
よ
う

対
応
す
る
。
ま
た
、
掲
示
物
な
ど

で
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
基
本
的
な

感
染
対
策
の
徹
底
を
周
知
す
る
。

【
質

問
】
避
難
所
と
な
る
学
校

に
お
け
る
3
密
回
避
の
具
体
的
な

取
組
み
は
。

【
区

長
】
避
難
者
一
人
あ
た
り

の
広
さ
を
4
平
方
メ
ー
ト
ル
に
拡

大
し
、
間
隔
を
保
つ
予
定
。
一
方
、

体
育
館
の
受
入
れ
可
能
人
数
が
減

少
す
る
た
め
、
普
通
教
室
な
ど
も

避
難
ス
ペ
ー
ス
と
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

【
質

問
】
避
難
所
受
付
で
検
温

を
し
て
も
、
無
症
状
の
場
合
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
有
無

が
確
認
で
き
な
い
。
避
難
所
運
営

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行

う
か
。

【
区

長
】
す
べ
て
の
避
難
者
に

対
し
、
手
指
消
毒
や
マ
ス
ク
着
用

を
徹
底
し
、
避
難
者
間
の
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
な
ど
、
感
染
リ
ス

ク
を
極
力
排
除
し
た
避
難
所
運
営

を
行
う
。
避
難
者
が
体
調
不
良
と

な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
な
申
し

出
を
促
し
、
別
室
に
移
動
さ
せ
、

感
染
拡
大
を
未
然
に
防
い
で
い
く
。

【
質

問
】
事
前
に
浸
水
区
域
外

の
親
類
・
知
人
宅
へ
避
難
す
る
分

散
避
難
お
よ
び
マ
ン
シ
ョ
ン
や
都

営
住
宅
な
ど
の
高
層
建
築
物
へ
の

避
難
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
区
の

見
解
は
。

【
区

長
】
特
定
の
避
難
所
へ
の

避
難
者
の
集
中
を
避
け
る
た
め
、

分
散
避
難
は
有
効
と
認
識
。
広
報

媒
体
の
活
用
や
住
民
防
災
組
織
の

協
力
を
得
て
周
知
す
る
。
ま
た
、

高
層
建
築
物
へ
の
避
難
は
国
や
都

と
連
携
し
検
討
中
。
区
民
の
安
心

に
つ
な
が
る
方
策
を
検
討
す
る
。

【
質

問
】
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
高
齢
者
施
設
を
含
む
福

祉
避
難
所
に
お
け
る
感
染
症
対
策

の
進
捗
は
。

【
区

長
】
福
祉
施
設
で
は
、
通

常
の
指
定
避
難
所
よ
り
も
慎
重
な

対
応
が
必
要
と
認
識
。
マ
ス
ク
や

消
毒
液
の
備
蓄
を
進
め
る
ほ
か
、

入
所
者
と
避
難
者
の
動
線
を
分
離

す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う
、

各
施
設
と
調
整
を
進
め
て
い
る
。

【
質

問
】
福
祉
避
難
所
へ
の
避

難
が
見
込
ま
れ
る
要
配
慮
者
に
対

し
、
事
前
に
避
難
支
援
計
画
を
策

定
の
う
え
、
避
難
所
開
設
後
、
速

や
か
に
避
難
さ
せ
る
ス
キ
ー
ム
が

有
効
と
考
え
る
。
区
の
見
解
は
。

【
区

長
】
事
前
に
避
難
計
画
を

作
成
し
、
避
難
先
の
福
祉
避
難
所

を
決
め
る
こ
と
は
、
要
配
慮
者
の

負
担
軽
減
の
た
め
有
効
と
認
識
。

風
水
害
時
の
受
入
れ
が
で
き
な
い

浸
水
想
定
区
域
内
の
協
定
施
設
も

あ
る
た
め
、
高
台
に
あ
る
福
祉
避

難
所
の
増
設
に
努
め
、
要
配
慮
者

避
難
の
課
題
を
整
理
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
高
島
平
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
、
児
童
相
談
所
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た

か
な
ざ
き
文
子

（
共

産

党
）

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
区
民
の
暮
ら
し
を

応
援
す
る
経
済
支
援
を
求
め
て

【
質

問
】
中
小
事
業
者
に
対
し
、

リ
ー
ス
代
な
ど
の
固
定
費
も
助
成

す
べ
き
。
見
解
は
。

【
区

長
】
負
担
の
大
き
い
家
賃

助
成
を
実
施
し
て
い
る
。
新
た
な

固
定
費
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

【
質

問
】
感
染
症
対
策
で
あ
る

文
化
会
館
の
利
用
人
数
制
限
に
合

わ
せ
、
使
用
料
を
減
額
す
べ
き
。

【
区

長
】
施
設
使
用
料
の
算
定

に
は
定
員
を
加
味
し
て
い
な
い
た

め
、
利
用
人
数
制
限
に
応
じ
た
使

用
料
の
変
更
は
行
っ
て
い
な
い
。

【
質

問
】
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
大

き
く
減
収
と
な
っ
た
医
療
機
関
や
、

高
齢
者
・
障
害
者
の
介
護
現
場
に

対
し
、
減
収
補
て
ん
す
べ
き
。

【
区

長
】
医
療
機
関
に
対
す
る

さ
ら
な
る
支
援
は
、
国
や
都
の
動

向
を
注
視
し
、
必
要
な
検
討
を
行

う
。
介
護
現
場
に
対
し
て
は
、
国

と
都
の
施
策
動
向
を
注
視
し
、
活

用
で
き
る
ス
キ
ー
ム
を
検
討
す
る
。

【
質

問
】
福
祉
園
や
作
業
所
に

通
い
、
働
い
て
い
る
障
害
者
の
収

入
へ
の
影
響
に
対
し
、
補
償
を
求

め
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
収
入
減
少
の
補
償
は

難
し
い
。
障
が
い
者
の
作
業
を
取

り
巻
く
動
向
を
把
握
し
、
必
要
な

支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
生
涯
学
習
へ
の
支
援
を

【
質

問
】
い
こ
い
の
家
に
つ
い

て
は
、
区
内
す
べ
て
廃
止
の
方
向

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
存
続
を
。

【
区

長
】
今
後
も
、
住
民
説
明

会
や
区
議
会
か
ら
の
意
見
を
参
酌

し
、
方
向
性
を
定
め
て
い
く
。

福
祉
事
務
所
の
強
化
拡
充
を

【
質

問
】
厚
労
省
の
配
置
基
準

は
1
係
7
名
で
あ
る
が
、
現
状
8

名
か
ら
9
名
で
あ
る
。
改
善
を
。

【
区

長
】
専
門
職
の
任
用
を
進

め
、
負
荷
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

適
切
な
人
員
配
置
に
努
め
る
。

【
質

問
】
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
生

活
保
護
世
帯
は
増
え
、
事
務
所
の

執
務
ス
ペ
ー
ス
も
密
な
環
境
で
あ

る
。
事
務
所
を
増
設
す
べ
き
。

【
区

長
】
増
設
や
拡
大
は
、
長

期
的
視
野
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
後
も
、
職
場
環
境
の
改

善
に
努
め
る
。

公
共
施
設
の
あ
り
方
を
問
う

【
質

問
】
身
近
な
活
動
拠
点
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
公
共
施
設
の

整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
の
総
量

抑
制
を
見
直
す
べ
き
。

【
区

長
】
総
量
抑
制
は
、
す
べ

て
の
施
設
の
更
新
が
財
政
上
困
難

で
あ
る
以
上
、
必
要
な
基
本
方
針
。

見
直
し
は
予
定
し
て
い
な
い
。

国
民
健
康
保
険
事
業
を
問
う

【
質

問
】
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

る
減
免
に
つ
い
て
、
雑
所
得
は
対

象
に
な
い
。
国
に
改
善
を
求
め
、

区
独
自
で
減
免
対
象
と
す
べ
き
。

【
区

長
】
独
自
の
減
免
対
象
の

拡
大
は
、
国
保
被
保
険
者
以
外
の

区
民
の
負
担
増
と
な
る
た
め
困
難
。

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
へ
の
対
応
を

【
質

問
】
区
の
指
針
だ
け
で
は
、

業
者
へ
の
指
導
が
徹
底
で
き
な
い
。

条
例
化
し
、
指
導
の
強
化
を
。

【
区

長
】
3
年
4
月
の
法
改
正

を
踏
ま
え
、
他
自
治
体
の
動
向
を

注
視
し
、
適
切
で
実
効
性
の
あ
る

方
策
を
研
究
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
区
財
政
の
今
後
、

感
染
症
な
ど
に
対
応
で
き
る
保
健

所
体
制
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
の
拡

充
、
医
療
的
ケ
ア
児
が
通
う
こ
と

が
で
き
る
保
育
・
学
校
教
育
に
お

け
る
条
件
整
備
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た

渡
辺
よ
し
て
る

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

保
育
園
の
民
営
化
を
問
う

【
質

問
】
民
営
化
の
進
め
方
に

つ
い
て
、
保
育
の
質
の
確
保
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
留
意
し
て
進

め
て
い
く
の
か
。
区
の
見
解
は
。

【
区

長
】
事
業
者
決
定
後
、
民

営
化
ま
で
2
年
間
の
引
継
ぎ
期
間

を
確
保
し
、
移
管
前
4
か
月
間
の

合
同
保
育
を
実
施
し
て
、
移
管
先

事
業
者
へ
保
育
の
実
務
を
継
承
す

る
。
移
管
後
も
、
問
題
が
生
じ
た

場
合
は
、
区
が
解
決
の
た
め
に
努

力
し
、
円
滑
な
移
管
に
努
め
る
。

行
政
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
を
求
め
て

【
質

問
】
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い

て
、
現
在
の
検
討
状
況
は
。

【
区

長
】
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し

た
仕
組
み
を
中
心
に
検
討
を
進
め

て
い
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
に
つ

い
て
も
、
他
自
治
体
の
事
例
を
研

究
し
、
検
討
を
深
め
て
い
く
。

【
質

問
】
効
果
的
な
情
報
発
信

の
た
め
、
区
に
お
い
て
も
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
、

よ
り
利
便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
べ
き
。
見
解
は
。

【
区

長
】
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
開
設
に
つ
い
て
は
、
行
政

手
続
き
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
仕

組
み
の
構
築
と
と
も
に
、
費
用
対

効
果
や
事
務
量
な
ど
を
検
証
し
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
（
仮
称
）
板
橋

区
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

高

沢

一

基

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

自
殺
者
を
な
く
す
た
め
に

【
質

問
】
情
報
共
有
カ
ー
ド
は

相
談
者
の
心
情
に
寄
り
添
う
だ
け

で
な
く
、
窓
口
横
断
的
な
取
組
み

が
期
待
さ
れ
る
。
早
期
の
実
施
を

求
め
る
が
、
検
討
状
況
は
。

【
区

長
】
複
数
の
困
り
ご
と
を

抱
え
た
相
談
者
を
適
切
な
窓
口
に

確
実
に
つ
な
ぐ
た
め
、
情
報
共
有

カ
ー
ド
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
、
早
期
に
情
報
共
有
カ
ー
ド

の
作
成
と
運
用
に
つ
い
て
、
関
係

部
署
と
検
討
を
進
め
て
い
く
。

【
質

問
】
区
職
員
全
員
の
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
研
修
受
講
を
め
ざ
し

て
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

【
区

長
】
自
殺
防
止
対
策
と
し

て
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
は
重
要

と
考
え
る
。
現
在
、
新
任
職
員
研

修
や
昇
任
時
の
必
修
研
修
で
行
っ

て
い
る
が
、
よ
り
多
く
の
職
員
を

対
象
と
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
児
童
・

生
徒
の
変
化
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

ま
た
、
不
安
や
負
担
を
軽
減
さ
せ

る
た
め
の
取
組
み
は
。

【
教
育
長
】
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
は
通
常
と
は

異
な
る
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

て
い
る
と
認
識
。
す
べ
て
の
児
童

・
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
一
人
ひ
と
り
の
き
め
細
や

か
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
「
介
護
崩
壊
を

さ
せ
な
い
た
め
に
」
に
つ
い
て
質

問
が
あ
っ
た

寺
田
ひ
ろ
し

（
公

明

党
）

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
拡
充
を

【
質

問
】
冬
に
か
け
て
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
同
時
流
行
し
た
場
合
、

発
熱
や
せ
き
な
ど
の
症
状
が
似
て

い
る
た
め
、
大
き
な
混
乱
の
発
生

が
危
惧
さ
れ
る
。
保
険
適
用
の
検

査
が
で
き
る
医
療
機
関
の
数
を
大

幅
に
増
加
さ
せ
る
べ
き
。
見
解
は
。

【
区

長
】
身
近
な
医
療
機
関
で

検
査
を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り

の
方
向
性
が
国
か
ら
示
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
さ
ら
な
る
拡
充
を
め

ざ
し
、
板
橋
区
医
師
会
に
協
力
を

求
め
て
い
く
。

【
質

問
】
高
齢
者
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症
化
リ

ス
ク
が
高
い
た
め
、
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

新
規
入
所
者
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
実
施
す
べ
き
。
見
解
は
。

【
区

長
】
国
の
指
針
に
よ
り
、

事
業
者
に
費
用
負
担
が
な
い
行
政

検
査
の
対
象
と
さ
れ
た
た
め
、
区

と
し
て
、
実
施
に
向
け
た
環
境
整

備
を
行
う
。

感
染
症
を
加
味
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成

支
援
を

【
質

問
】
区
内
事
業
者
に
対
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な

未
知
の
感
染
症
の
拡
大
に
対
応
し

た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の

作
成
支
援
を
行
う
べ
き
で
は
。

【
区

長
】
産
業
振
興
公
社
で
は

製
造
業
者
に
対
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
作

成
を
支
援
し
て
き
た
が
、
従
来
の

震
災
に
加
え
、
増
加
す
る
水
害
や

感
染
症
リ
ス
ク
な
ど
、
新
た
な
危

機
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る

た
め
に

【
質

問
】
高
い
専
門
ス
キ
ル
を

有
す
る
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
採

用
や
、
最
新
の
知
見
を
有
す
る
民

間
企
業
と
の
協
力
体
制
を
構
築
す

べ
き
。
見
解
は
。

【
区

長
】
有
益
と
な
る
人
材
の

要
件
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
民

間
企
業
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
、

人
材
の
登
用
を
検
討
し
て
い
く
。

気
候
変
動
を
加
味
し
た
防
災
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施
を

【
質

問
】
環
境
省
・
内
閣
府
が
、

「
気
候
変
動
×
防
災
」
の
共
同
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
区
民
へ
の
啓
発
活
動
と
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
防
災
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
べ
き
で
は
。

【
区

長
】
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
、
地
域
防
災
力
の
低
下
を
招
か

な
い
よ
う
、
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
の

拡
充
や
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の

実
施
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

新
生
児
に
も
特
別
定
額
給
付
金
の

支
給
を

【
質

問
】
基
準
日
を
過
ぎ
て
出

生
し
た
新
生
児
に
対
し
て
も
、
特

別
定
額
給
付
金
の
支
給
を
求
め
る

が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
感
染
症
拡
大
の
長
期

化
に
よ
る
影
響
を
注
視
し
、
総
合

的
に
検
討
し
て
い
く
。

民
間
保
育
園
の
支
援
を
求
め
て

【
質

問
】
待
機
児
童
の
解
消
と

安
定
し
た
保
育
園
経
営
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
る

形
で
、
歳
児
別
に
定
員
設
定
を
組

み
替
え
る
な
ど
柔
軟
な
対
応
を
求

め
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
認
可
定
員
の
総
数
の

範
囲
内
に
お
い
て
、
各
歳
児
の
定

員
数
を
調
整
す
る
こ
と
は
可
能
。

各
園
と
情
報
を
共
有
し
、
連
携
を

図
っ
て
い
く
。

小
茂
根
一
丁
目
集
会
所
の
整
備
を

求
め
て

【
質

問
】
高
齢
者
が
椅
子
に
座

っ
た
ま
ま
介
護
予
防
体
操
が
で
き

る
よ
う
整
備
を
求
め
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
高
齢
者
の
利
用
が
多

い
こ
と
か
ら
、
椅
子
の
配
置
が
望

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
和
室
に
通
常
の
椅
子
を
配
置

す
る
こ
と
は
支
障
が
あ
る
た
め
、

高
座
椅
子
な
ど
を
配
置
し
て
い
る
。

南

雲

由

子

（
市

民
）

コ
ロ
ナ
禍
で
も
未
来
へ
続
く
板
橋

を
つ
く
る

【
質

問
】
コ
ロ
ナ
禍
で
通
勤
の

概
念
と
住
む
場
所
の
意
味
が
変
わ

る
中
、
い
た
ば
し
№
1
実
現
プ
ラ

ン
2
0
2
5
で
、
区
の
魅
力
を
ど

こ
に
置
い
て
計
画
を
立
て
る
か
、

区
長
の
方
針
を
伺
う
。

【
区

長
】
絵
本
の
ま
ち
の
展
開
、

加
賀
エ
リ
ア
の
魅
力
向
上
、
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
区
の
独

自
性
を
打
ち
出
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
時
代
の
新
た
な
板
橋
ブ
ラ
ン
ド

を
構
築
す
る
。

【
質

問
】
区
の
魅
力
向
上
の
鍵

は
、
物
事
の
見
方
を
変
え
る
意
味

で
の
文
化
だ
と
考
え
る
。
区
政
に

お
い
て
、
文
化
を
ど
う
捉
え
て
振

興
す
る
か
。

【
区

長
】
文
化
芸
術
の
振
興
は
、

豊
か
な
心
や
創
造
性
が
育
ま
れ
る

と
同
時
に
、
相
互
理
解
が
浸
透
し
、

多
様
性
を
受
け
入
れ
る
共
生
社
会

の
実
現
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

【
質

問
】
福
祉
の
分
野
に
お
い

て
、
官
民
の
役
割
分
担
を
含
め
、

持
続
可
能
な
「
未
来
の
福
祉
」
が

求
め
ら
れ
る
。
今
後
の
福
祉
政
策

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

【
区

長
】
区
民
と
多
様
な
主
体

を
つ
な
げ
、
身
近
な
地
域
か
ら
支

え
合
い
を
始
め
る
こ
と
で
、
一
人

ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
を

高
め
た
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
地

域
共
生
社
会
を
実
現
し
て
い
く
。

【
質

問
】
デ
ジ
タ
ル
変
革
を
進

め
る
た
め
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
専
門
家
を
民
間
か
ら
登
用
す

べ
き
と
考
え
る
。
区
の
見
解
は
。

【
区

長
】
区
と
し
て
は
、
職
員

の
育
成
や
、
民
間
経
験
豊
富
な
人

材
の
登
用
も
含
め
、
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
体
制
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い

く
。

【
質

問
】
デ
ジ
タ
ル
変
革
を
進

め
る
う
え
で
、
ま
ず
区
全
体
の
業

務
の
可
視
化
を
行
い
、
優
先
順
位

を
つ
け
る
仕
分
け
作
業
を
す
べ
き
。

現
状
と
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

【
区

長
】
2
年
5
月
に
年
間
100

件
以
上
発
生
す
る
手
続
き
に
関
す

る
全
庁
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の

結
果
、
194
件
の
手
続
き
が
可
視
化

で
き
た
が
、
ま
ず
は
、
年
間
2
千

件
以
上
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
優

先
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。
他
自
治
体
の
事

例
な
ど
も
参
考
に
し
つ
つ
、
段
階

的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
拡
充
し

て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

成
島
ゆ
か
り

（
公

明

党
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
介
護
現
場
の

負
担
軽
減
を
求
め
て

【
質

問
】
介
護
事
業
に
関
す
る

助
成
金
や
支
援
の
情
報
を
集
約
し
、

一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
す
べ
き
。

【
区

長
】
今
般
、
介
護
事
業
者

が
情
報
を
入
手
し
や
す
く
な
る
よ

う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
成
を
一
部

改
善
し
た
。
引
き
続
き
、
わ
か
り

や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
る
。

【
質

問
】
介
護
事
業
者
用
の
専

門
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
的
確
な

情
報
発
信
と
専
門
的
助
言
・
指
導

が
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築

す
べ
き
と
考
え
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
情
報
は
、
日
々
更
新

さ
れ
て
い
る
た
め
、
よ
り
正
確
で

新
し
い
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

介
護
人
材
の
確
保
と
育
成
を

【
質

問
】
潜
在
介
護
士
の
就
労

支
援
の
た
め
、
研
修
と
事
業
所
へ

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
一
体
的
に
行
い
、

確
実
な
就
労
に
つ
な
が
る
よ
う
な

伴
走
型
支
援
を
す
べ
き
。
見
解
は
。

【
区

長
】
介
護
現
場
を
一
度
離

職
し
た
潜
在
介
護
士
を
含
め
た
就

労
支
援
に
つ
い
て
は
、
介
護
事
業

者
に
対
す
る
人
材
育
成
支
援
事
業

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

ス
タ
ッ
フ
研
修
の
修
了
者
が
区
外

で
も
就
労
で
き
る
よ
う
、
隣
接
区

と
連
携
し
、
資
格
の
共
通
化
を
図

る
べ
き
。

【
区

長
】
3
年
度
以
降
、
未
経

験
者
を
対
象
に
国
が
定
め
た
入
門

的
研
修
の
実
施
を
検
討
し
て
お
り
、

資
格
の
共
通
ル
ー
ル
化
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

糖
尿
病
重
症
化
の
予
防
に
向
け
て

【
質

問
】
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

シ
ス
テ
ム
を
も
と
に
、
重
症
化
の

リ
ス
ク
が
高
い
治
療
中
断
者
を
過

去
5
年
ま
で
遡
っ
て
抽
出
し
、
受

診
勧
奨
を
行
い
、
診
療
に
結
び
つ

け
る
べ
き
。
区
の
見
解
は
。

【
区

長
】
区
で
は
、
国
保
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
か
ら
糖
尿
病

の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
抽
出
し
、
受

診
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。
過
去
5

年
間
の
デ
ー
タ
も
踏
ま
え
て
対
象

者
の
抽
出
を
行
う
こ
と
を
検
討
し

て
い
く
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る

正
確
な
情
報
の
周
知
を

【
質

問
】
定
期
接
種
の
権
利
が

な
く
な
る
高
校
1
年
生
相
当
の
年

齢
の
女
子
に
対
し
て
、
接
種
の
可

否
を
判
断
す
る
た
め
の
最
新
の
正

し
い
情
報
を
個
別
通
知
す
べ
き
と

考
え
る
。
区
の
見
解
は
。

【
区

長
】
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
効
果
や
副
作
用
、
接
種
期
間
を

掲
載
し
て
い
る
。
国
の
指
針
な
ど

を
踏
ま
え
、
周
知
方
法
を
検
討
し

て
い
く
。

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
支
援

計
画
の
作
成
に
向
け
て

【
質

問
】
日
頃
か
ら
要
支
援
者

と
関
わ
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も

個
別
支
援
計
画
を
作
成
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
。
区
の
見
解
は
。

【
区

長
】
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
の
連
携
は
有
効
で
あ
る
が
、
避

難
支
援
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

に
課
題
が
あ
る
。
現
状
の
課
題
を

解
決
し
、
計
画
作
成
の
支
援
体
制

を
速
や
か
に
構
築
す
べ
く
、
事
業

者
や
地
域
の
支
援
団
体
と
の
協
議

を
進
め
て
い
く
。

里
親
委
託
の
推
進
に
向
け
た
取
組

み
を
問
う

【
質

問
】
里
親
委
託
の
推
進
の

た
め
に
、
専
任
の
里
親
担
当
職
員

の
設
置
を
含
め
、
区
で
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

【
区

長
】
4
年
度
に
開
設
す
る

（
仮
称
）板
橋
区
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
に
里
親
業
務
を
専

任
す
る
係
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

民
間
機
関
と
も
連
携
し
、
里
親
委

託
を
推
進
す
る
予
定
。

※
以
上
の
ほ
か
、
老
朽
建
築
物
等

対
策
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
質

問
が
あ
っ
た

石
川
す
み
え

（
共

産

党
）

安
全
・
安
心
の
保
育
を
求
め
て

【
質

問
】
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

労
働
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
た
め
、

育
児
休
業
・
求
職
中
世
帯
の
復
職

・
就
職
期
限
を
延
長
す
べ
き
と
考

え
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
世
帯
の
状
況
に
よ
り
、

在
園
継
続
を
希
望
す
る
か
否
か
の

意
向
は
様
々
で
あ
る
。
一
律
の
期

限
延
長
で
は
な
く
、
各
世
帯
の
状

況
や
意
向
を
聞
き
取
り
、
保
護
者

に
寄
り
添
い
対
応
し
て
い
く
。

【
質

問
】
保
育
園
に
お
い
て
陽

性
者
が
判
明
し
た
場
合
、
職
員
も

含
め
て
希
望
す
る
人
全
員
を
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
対
象
と
す
べ
き
。

【
区

長
】
陽
性
者
が
判
明
し
た

場
合
は
、
濃
厚
接
触
者
の
範
囲
を

定
め
、
検
査
を
案
内
し
て
い
る
。

陽
性
者
と
の
接
触
が
明
ら
か
な
場

合
は
、
希
望
が
あ
れ
ば
検
査
を
案

内
す
る
が
、
検
査
の
精
度
な
ど
に

課
題
が
あ
る
た
め
状
況
を
確
認
し
、

柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

安
心
し
て
学
べ
る
学
校
を
求
め
て

【
質

問
】
学
校
で
陽
性
者
が
判

明
し
た
場
合
、
教
職
員
も
含
め
、

希
望
す
る
人
全
員
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
。

【
区

長
】
陽
性
者
が
判
明
し
た

場
合
は
、
濃
厚
接
触
者
の
範
囲
を

定
め
検
査
を
案
内
し
、
結
果
が
陰

性
で
も
14
日
間
の
自
宅
待
機
を
お

願
い
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

精
度
に
課
題
が
あ
る
こ
と
や
陽
性

の
場
合
は
行
動
制
限
が
求
め
ら
れ

る
な
ど
の
制
約
が
あ
る
た
め
、
必

要
な
人
が
受
け
る
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

【
質

問
】
学
校
な
ど
で
感
染
が

確
認
さ
れ
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施

し
た
場
合
は
、
そ
の
件
数
と
結
果

を
公
表
す
べ
き
。

【
区

長
】
感
染
者
が
発
生
し
た

場
合
は
、
個
人
を
特
定
さ
れ
な
い

よ
う
配
慮
し
公
表
し
て
い
る
。
濃

厚
接
触
者
の
検
査
結
果
は
未
公
表

だ
が
、
該
当
施
設
の
関
係
者
に
は

知
ら
せ
る
方
法
を
検
討
し
た
い
。

少
人
数
学
級
を
求
め
て

【
質

問
】
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

子
ど
も
、
保
護
者
、
教
職
員
も
少

人
数
学
級
を
求
め
て
い
る
。
教
育

委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
少
人
数
学
級
の
重
要

性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
が
、
一

方
で
教
職
員
、
教
室
数
の
確
保
な

ど
対
応
困
難
な
課
題
が
山
積
し
て

お
り
、
国
で
も
議
論
が
継
続
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

母
子
へ
の
手
厚
い
支
援
を
求
め
て

【
質

問
】
2
年
2
月
に
母
子
生

活
支
援
施
設
で
発
生
し
た
乳
児
遺

体
発
見
事
件
を
受
け
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
、
こ
の
事
件
を
ど
う
教

訓
と
す
る
の
か
。

【
区

長
】
個
別
支
援
を
行
う
た

め
職
員
を
1
名
増
員
し
た
。
ま
た
、

入
所
間
も
な
い
入
居
者
へ
面
談
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
毎
日
の
母

親
へ
の
声
掛
け
を
し
て
い
る
。
関

係
機
関
と
の
情
報
共
有
、
児
童
相

談
所
と
の
連
携
な
ど
、
母
子
の
安

全
・
安
心
を
図
っ
て
い
く
。

す
べ
て
の
子
ど
も
に
遊
び
場
を

【
質

問
】
次
世
代
育
成
推
進
行

動
計
画
に
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
確
保
、

外
遊
び
の
重
要
性
を
位
置
づ
け
る

こ
と
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
計
画
改
定
の
際
は
、

各
種
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、

庁
内
で
の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
羽
田
空
港
新
ル

ー
ト
の
騒
音
、
防
犯
対
策
、
平
和

教
育
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

こ
ん
ど
う
秀
人

（
無
所
属
議
員
）

小
・
中
学
校
に
お
け
る
ケ
ガ
や
事

故
の
対
応
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
校
内
で
起
き
た
ケ
ガ

や
事
故
に
対
し
て
、
連
絡
や
報
告

の
体
制
は
ど
の
よ
う
に
ル
ー
ル
化

さ
れ
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
学
校
生
活
に
大
き
な

支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合

や
、
管
理
外
の
交
通
事
故
な
ど
に

つ
い
て
も
、
速
や
か
に
教
育
委
員

会
に
第
一
報
を
入
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
事
故
報
告

書
を
ま
と
め
、
速
や
か
に
提
出
す

る
ル
ー
ル
を
確
立
し
て
い
る
。

【
質

問
】
校
内
で
起
き
た
ケ
ガ

や
事
故
に
対
し
て
の
補
償
や
保
険

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
教
育
委
員
会
で
は
、

学
校
管
理
下
に
お
け
る
負
傷
な
ど

に
関
し
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
の
災
害
共
済
給
付
制
度
を

活
用
し
、
補
償
を
行
っ
て
い
る
。

第
三
者
請
求
に
よ
る
住
民
票
の
写

し
の
交
付
業
務
を
問
う

【
質

問
】
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
住
民

票
の
交
付
申
請
に
つ
い
て
、
過
去

3
年
間
で
何
件
あ
っ
た
か
。

【
区

長
】
住
民
票
の
写
し
に
つ

い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
は
、
郵
便
で

交
付
申
請
が
さ
れ
て
お
り
、
日
本

放
送
協
会
池
袋
営
業
セ
ン
タ
ー
か

ら
平
成
29
年
度
は
514
件
、
平
成
30

年
度
は
689
件
、
元
年
度
は
162
件
の

交
付
申
請
が
あ
っ
た
。

※
以
上
の
ほ
か
、
公
園
緑
道
等
の

植
栽
管
理
の
為
の
剪
定
に
つ
い
て

質
問
が
あ
っ
た

大和いこいの家
区の地域自殺対策計画とゲートキーパー研修で配付
している手帳（厚生労働省自殺対策推進室より提供）
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田
中
や
す
の
り

（
自
民
党
）

区
財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て
問
う

問
今
後
の
予
算
編
成
の
考
え
方

と
、
財
政
調
整
基
金
の
推
移
は
。

答
不
用
額
な
ど
を
財
政
調
整
基

金
に
積
み
増
し
、
残
高
を
翌
年
度

の
予
算
編
成
に
活
用
す
る
。
収
支

均
衡
型
の
予
算
編
成
を
め
ざ
す
。

区
立
福
祉
園
に
つ
い
て
問
う

問
民
営
化
を
実
施
す
る
前
提
条

件
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
民
営
化
の
基
本
方
針
で
は
、

障
が
い
程
度
の
重
い
利
用
者
の
受

け
皿
の
役
割
や
、
継
続
的
か
つ
安

定
的
な
事
業
運
営
な
ど
、
サ
ー
ビ

ス
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
を
掲
げ

て
い
る
。

問
時
間
延
長
や
緊
急
時
の
利
用

を
望
む
声
が
あ
る
。
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
対
応
を
。

答
時
間
延
長
や
休
日
の
緊
急
利

用
の
ニ
ー
ズ
を
鑑
み
、
民
営
化
に

よ
り
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
が
可
能
か
検
討
を
進
め
る
。

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
を

問
区
と
し
て
実
態
調
査
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
家
族
や
近
隣
か
ら
の
情
報
に

よ
り
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
困
難
な
場
合
も
あ
る
。
国

や
都
な
ど
で
実
施
さ
れ
た
調
査
を

参
考
に
し
て
い
く
。

問
ど
こ
で
も
相
談
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
窓
口
の
一
本
化
を
。

答
区
民
が
わ
か
り
や
す
く
相
談

し
や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
た

め
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

間
中
り
ん
ぺ
い

（
自
民
党
）

文
化
芸
術
振
興
を
問
う

問
区
内
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
作
品

を
展
示
・
販
売
す
る
場
を
設
け
、

区
民
が
ア
ー
ト
に
触
れ
る
機
会
を

増
や
し
て
は
。

答
作
品
頒
布
会
の
実
施
に
よ
り
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
直
接
的
支
援
に

つ
な
が
る
と
認
識
。
区
主
催
の
頒

布
会
実
施
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

「
聞
こ
え
」
に
つ
い
て
問
う

問
区
立
中
学
校
に
難
聴
学
級
が

な
い
た
め
設
置
す
べ
き
。
現
状
は
。

答
難
聴
学
級
設
置
に
は
、
学
校

選
定
や
工
事
費
・
運
営
費
の
財
源
、

教
員
の
確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

引
き
続
き
、
研
究
を
進
め
る
。

問
高
齢
者
の
活
力
、
認
知
症
予

防
の
た
め
、
加
齢
性
難
聴
の
ケ
ア

が
重
要
。
区
の
取
組
み
状
況
は
。

答
補
聴
器
な
ど
の
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
に
つ
い
て
医
師
会
と
協
議
中
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
、
引
き

続
き
、
支
援
策
を
検
討
す
る
。

富
士
山
噴
火
へ
の
備
え
を

問
噴
火
し
た
場
合
、
区
に
も
降

灰
に
伴
う
甚
大
な
影
響
が
予
想
さ

れ
る
。
対
策
状
況
は
。

答
都
区
の
役
割
分
担
を
踏
ま
え
、

国
や
都
、
救
助
機
関
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
対
応
す
る
。

中
央
図
書
館
の
開
館
時
間
延
長
を

問
社
会
人
に
向
け
、
午
後
11
時

頃
ま
で
開
館
す
る
日
を
設
け
て
は
。

答
開
館
時
間
は
午
後
8
時
ま
で

と
す
る
が
、
カ
フ
ェ
は
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
応
じ
柔
軟
に
対
応
す
る
。

中
村
と
ら
あ
き

（
自
民
党
）

工
事
の
施
工
時
期
平
準
化
を
問
う

問
国
交
省
の
指
標
を
受
け
、
ど

の
よ
う
に
平
準
化
を
推
進
す
る
か
。

答
指
標
の
う
ち
「
工
期
1
年
未

満
の
工
事
に
お
け
る
債
務
負
担
行

為
の
設
定
」
と
「
早
期
執
行
の
た

め
の
発
注
時
期
の
公
表
」
に
よ
り
、

発
注
時
期
の
平
準
化
に
取
り
組
む
。

中
板
橋
・
と
き
わ
台
・
上
板
橋
の

駅
前
空
間
の
活
用
計
画
を
問
う

問
計
画
に
住
民
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
た
め
の
取
組
み
を
。

答
駅
周
辺
の
特
性
や
課
題
の
整

理
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
へ
の

情
報
発
信
、
住
民
組
織
の
支
援
方

法
な
ど
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。

教
育
現
場
の
業
務
量
削
減
を

問
教
育
委
員
会
か
ら
の
調
査
や

業
務
の
依
頼
が
多
い
が
、
働
き
方

改
革
に
向
け
た
取
組
み
の
進
捗
は
。

答
調
査
の
ル
ー
ル
を
策
定
し
、

区
長
部
局
と
も
協
力
し
て
さ
ら
な

る
業
務
量
削
減
に
取
り
組
む
。

地
域
課
題
に
つ
い
て
問
う

問
新
中
央
図
書
館
の
ブ
ラ
ン
ド

価
値
を
高
め
る
取
組
み
は
。

答
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
区
民
へ
の
発

信
に
活
用
。
絵
本
の
ま
ち
板
橋
の

拠
点
と
し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。

問
川
越
街
道
・
旧
川
越
街
道
の

横
断
歩
道
整
備
案
に
対
し
、
地
元

住
民
か
ら
現
状
維
持
の
要
望
が
あ

っ
た
が
、
区
の
見
解
は
。

答
地
元
の
意
見
を
各
関
係
機
関

に
伝
え
な
が
ら
、
協
議
を
進
め
る
。

さ
か
ま
き
常
行

（
公
明
党
）

区
財
政
を
問
う

問
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
財
源
と

し
て
財
政
調
整
基
金
を
活
用
し
て

い
る
が
、
計
画
的
な
運
用
が
必
要

と
考
え
る
。
区
の
方
針
は
。

答
一
定
の
残
高
を
確
保
し
、
安

定
し
た
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
っ
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
問
う

問
Ａ
Ｉ
の
導
入
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
効
果
と
今
後
の
予
定
は
。

答
保
育
所
の
入
所
選
考
や
会
議

録
作
成
支
援
に
導
入
し
、
業
務
改

善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後
は

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
や
多
言
語
音
声

翻
訳
な
ど
を
研
究
対
象
と
し
、
費

用
対
効
果
を
見
極
め
な
が
ら
、
導

入
を
図
っ
て
い
く
。

問
精
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
た
め
、
庁
内
に
お
け
る
デ
ー
タ

共
有
の
仕
組
み
を
構
築
す
べ
き
。

答
縦
割
り
行
政
の
改
善
を
意
識

し
、
庁
内
の
情
報
共
有
を
高
め
、

区
民
の
利
便
性
向
上
に
努
め
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
を
求
め
て

問
区
立
保
育
園
で
の
受
入
れ
状

況
は
。

答
3
年
度
か
ら
2
園
に
医
療
的

ケ
ア
を
行
う
専
用
室
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
担
当
看
護
師
を
増
員

配
置
し
、
受
入
れ
を
進
め
て
い
く
。

問
在
宅
で
介
護
す
る
家
族
の
た

め
、
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
の
拡
充
を
。

答
3
年
度
に
向
け
、
利
用
上
限

の
引
上
げ
を
検
討
し
て
い
く
。

し
ば
佳
代
子

（
公
明
党
）

福
祉
園
の
民
営
化
を
問
う

問
事
業
者
の
安
定
的
運
営
の
た

め
に
十
分
な
財
政
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
土
日
の
受
入
れ
や
入
浴

事
業
な
ど
時
代
に
即
し
た
支
援
を
。

答
支
援
員
の
配
置
に
対
す
る
補

助
を
行
う
ほ
か
、
提
案
の
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
も
検
討
し
て
い
く
。

女
性
活
躍
の
推
進
を
求
め
て

問
現
在
策
定
中
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

プ
ラ
ン
2
0
2
5
で
は
、
女
性
参

画
活
躍
な
ど
女
性
の
視
点
を
引
き

続
き
堅
持
す
べ
き
。
検
討
状
況
は
。

答
女
性
活
躍
を
第
一
番
目
の
柱

と
し
、
施
策
の
展
開
を
図
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
を

問
区
施
設
な
ど
に
ウ
ォ
ー
タ
ー

サ
ー
バ
ー
を
設
置
し
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
削
減
に
つ
な
げ
て
は
。

答
既
に
導
入
し
て
い
る
自
治
体

を
参
考
に
、
検
討
し
て
い
く
。

高
島
平
の
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

問
三
丁
目
中
層
分
譲
団
地
に
つ

い
て
、
地
元
発
意
の
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
支
援
を
。

答
住
民
と
の
積
極
的
な
意
見
交

換
を
行
う
と
と
も
に
、
建
替
え
な

ど
に
係
る
法
的
な
手
続
き
に
つ
い

て
は
国
や
都
に
働
き
か
け
て
い
く
。

問
六
丁
目
の
板
橋
市
場
や
ト
ラ

ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
顔
の
見
え
る

関
係
を
保
ち
、
災
害
時
の
避
難
先

と
な
る
よ
う
働
き
か
け
を
。

答
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
良
好

な
関
係
性
の
構
築
に
努
め
て
い
く
。

吉
田
豊
明

（
共
産
党
）

区
内
事
業
者
へ
の
支
援
強
化
を

問
家
賃
に
加
え
、
リ
ー
ス
代
な

ど
の
固
定
費
も
助
成
す
べ
き
。

答
負
担
の
大
き
い
家
賃
助
成
を

実
施
。
緊
急
経
済
対
策
の
進
捗
を

見
つ
つ
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

適
切
な
下
請
契
約
の
締
結
を

問
下
請
業
者
の
適
切
な
労
働
環

境
の
確
保
の
た
め
に
、
公
契
約
条

例
を
制
定
す
べ
き
。

答
今
後
、
関
連
し
た
法
令
の
整

備
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
当

面
は
状
況
を
見
極
め
る
。

区
民
の
い
の
ち
と
健
康
の
た
め
に

問
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
指
針

の
実
行
性
を
確
保
す
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。

答
他
自
治
体
の
条
例
化
の
動
向

も
注
視
し
な
が
ら
、
よ
り
適
切
で

実
効
性
の
あ
る
方
策
を
研
究
し
て

い
く
。

職
員
の
働
き
方
改
革
を
求
め
て

問
長
時
間
勤
務
や
精
神
疾
患
に

よ
る
長
期
休
業
な
ど
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
各
職
場
の
人
員

を
増
や
す
べ
き
。

答
働
き
方
改
革
の
推
進
に
よ
り

超
過
勤
務
の
縮
減
を
実
現
し
、
精

神
疾
患
と
な
る
職
員
を
減
ら
す
た

め
に
、
予
防
、
早
期
発
見
・
早
期

対
応
、
復
職
支
援
な
ど
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
充
実
を
図
る
。

お
ば
た
健
太
郎

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

防
災
リ
ー
ダ
ー
講
習
を
問
う

問
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
設
置
な

ど
、
毎
年
新
し
い
情
報
が
あ
る
た

め
繰
り
返
し
の
受
講
が
必
要
で
は
。

答
能
力
を
維
持
す
る
の
に
有
効

と
認
識
。
再
履
修
の
有
効
性
を
示

し
、
受
講
勧
奨
を
進
め
て
い
く
。

教
員
の
自
主
性
の
尊
重
を

問
様
々
な
先
進
的
な
事
例
を
参

考
に
、
授
業
計
画
の
後
押
し
を
。

答
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
の
実
現
に
向
け
、
教
員
の
資
質

・
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

区
施
設
に
ピ
ア
ノ
の
設
置
を

問
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
活
用
し
、
設
置
し
て
は
。

答
財
源
確
保
の
提
案
も
含
め
、

事
業
効
果
や
施
設
運
営
上
の
課
題

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

小
林
お
と
み

（
共
産
党
）

雇
用
改
善
の
評
価
に
つ
い
て
問
う

問
令
和
元
年
度
当
初
予
算
編
成

の
考
え
方
で
は
、
雇
用
・
所
得
環

境
の
改
善
が
続
く
と
し
て
い
る
が
、

評
価
を
改
め
る
べ
き
で
は
。

答
元
年
度
の
1
年
間
、
雇
用
情

勢
が
改
善
し
て
い
る
と
い
う
月
例

経
済
報
告
が
あ
る
た
め
修
正
の
必

要
は
な
い
と
考
え
る
。

住
宅
を
失
わ
な
い
支
援
策
を

問
賃
貸
住
宅
の
貸
主
へ
の
住
宅

改
修
費
用
の
助
成
や
、
借
主
へ
の

家
賃
助
成
を
す
べ
き
。

答
貸
主
支
援
は
都
制
度
が
あ
る

た
め
考
え
て
い
な
い
。
借
主
支
援

は
、
関
係
各
課
と
相
談
し
て
い
く
。

一
斉
休
校
の
要
請
に
つ
い
て
問
う

問
国
の
要
請
に
よ
る
休
校
は
、

区
の
計
画
に
根
拠
が
あ
っ
た
の
か
。

答
休
校
要
請
は
、
緊
急
事
態
宣

言
発
令
後
に
行
わ
れ
る
認
識
だ
が
、

受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て
問
う

問
望
ま
し
い
学
校
規
模
は
ど
の

程
度
か
。
大
規
模
化
へ
の
懸
念
は
。

答
現
時
点
の
見
込
み
は
、
標
準

学
級
数
を
1
学
級
上
回
る
28
学
級

で
あ
る
が
、
直
ち
に
望
ま
し
く
な

い
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
年
少

人
口
は
12
年
を
ピ
ー
ク
に
緩
や
か

な
減
少
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
大

規
模
化
の
懸
念
は
な
い
と
考
え
る
。

中
妻
じ
ょ
う
た

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

自
殺
対
策
の
体
制
強
化
を

問
専
門
部
署
を
設
置
し
、
自
殺

対
策
の
体
制
強
化
を
図
る
べ
き
。

答
専
門
部
署
を
設
置
す
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど

必
要
な
体
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
改
革
の
推
進
を

問
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
活

用
し
て
区
民
に
最
適
な
提
案
を
行

う
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
」
を
導
入
し
て
は
。

答
先
進
事
例
を
研
究
し
、
区
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

旧
高
七
小
跡
地
周
辺
の
公
共
施
設

の
再
整
備
を
問
う

問
整
備
に
際
す
る
方
向
性
は
、

い
つ
示
さ
れ
る
の
か
。

答
3
年
に
計
画
の
素
案
を
示
し
、

3
年
度
中
の
策
定
を
め
ざ
す
。

五
十
嵐
や
す
子

（
市

民
）

男
女
共
同
参
画
の
防
災
を
問
う

問
母
乳
を
あ
げ
や
す
い
環
境
を

整
備
す
る
た
め
に
、
母
乳
ア
セ
ス

メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
活
用
し
て
は
。

答
各
避
難
所
を
巡
回
す
る
保
健

師
の
相
談
と
あ
わ
せ
た
活
用
な
ど

に
つ
い
て
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
災
害
時
の
被
災
者
救
済
事
業

に
つ
い
て
、
平
時
か
ら
一
覧
表
な

ど
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
平
時
か
ら
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
る
よ
う
改
善
を
図
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て
問
う

問
ア
ス
ベ
ス
ト
専
門
職
員
を
確

保
す
べ
き
と
考
え
る
。
見
解
は
。

答
担
当
の
職
員
は
、
異
動
や
法

改
正
時
に
研
修
の
受
講
を
必
須
と

す
る
な
ど
、
育
成
に
努
め
て
い
る
。

し
い
な
ひ
ろ
み

（
無
所
属
の
会
）

路
線
バ
ス
の
延
伸
を
求
め
て

問
廃
止
路
線
を
利
用
し
て
い
た

住
民
の
た
め
に
も
、
り
ん
り
ん
Ｇ

Ｏ
な
ど
の
ル
ー
ト
延
伸
を
す
べ
き
。

答
既
存
路
線
の
利
便
性
低
下
が

大
き
い
た
め
難
し
い
と
考
え
る
。

特
別
障
が
い
者
手
当
の
普
及
を

問
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
も

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
認

知
度
向
上
を
図
る
べ
き
。

答
機
会
を
捉
え
関
係
者
に
周
知

し
、
認
知
度
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

こ
ん
ど
う
秀
人

（
無
所
属
議
員
）

ご
み
の
周
知
方
法
の
改
善
を
問
う

問
収
集
日
な
ど
を
通
知
す
る
ア

プ
リ
Ｉ
Ｔ
Ａ
―
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
や
す
い
よ
う
改
善
を
。

答
か
た
つ
む
り
の
お
や
く
そ
く

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
の
周
知
を
は
じ

め
、
積
極
的
に
周
知
し
て
い
く
。

高
山
し
ん
ご

（
無
所
属
議
員
）

子
ど
も
発
達
支
援
の
拡
充
を
問
う

問
不
足
す
る
療
育
機
関
の
拡
充

や
子
ど
も
の
発
達
支
援
事
業
全
体

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

答
さ
ら
な
る
拡
充
が
必
要
。
民

間
施
設
の
誘
致
な
ど
を
検
討
し
、

発
達
支
援
事
業
の
推
進
を
図
る
。

10月21日
～23日
決算調査
特別委員会

令
和
元
年
度（
平
成
31

年
度
）決
算
に
対
す
る

総
括
質
問（
要
旨
）

◆
答
弁
者
は
各
部
長
で
す
。

◆
総
括
質
問
の
全
文
（
会
議
録
）
は
、
12
月
中
旬
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
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●行財政運営が問題。契約差金や不用額の流用を禁止し、基金への積
立てとしていることや、新規の現金給付は実施しない方針のため必要
な事業ができていない。方針を撤回し、事業の実施を。
●区民生活の実態を認識できていない。増税により景気は後退してい
るにも関わらず、区民生活への影響を理解していないことが問題。区
民生活の実態を把握し、具体的な支援策を。
●義務教育に係る不用額は、小・中学校あわせて約3億円になるが、
外壁工事が適切な時期に実施されず、あちこちで雨漏りが発生してい
る。このような状況において、義務教育施設整備基金に約49億円もの
積立てを行ったことは問題。実態に即した予算の執行を。

●子育て安心の実現に向け、訪問型および宿泊型の産後ケア事業を実
施したことを高く評価する。多胎児世帯に対しては、移動支援やレス
パイト事業、産後ドゥーラ事業などの支援を早急に講じるべき。
●発達障がい者支援センター開設に向け、準備を進めたことを高く評
価する。今後は健康福祉センターとの連携を強化し、専門的な支援を。
●すべての小・中学校の体育館に冷暖房設備の設置を計画的に進めて
いることを評価する。給食室の冷房化についても、早急な着工を求める。
●50歳以上の区民を対象にしたフレイル予防事業を評価する。
●コミュニティバスりんりんＧＯを中型バスとし利便性が向上したが、
交通不便地域の解消に向け、さらなる取組みを求める。

●板橋駅前Ｂ用地の一体的活用について、計画延期に対する説明を区
民も待ち望んでいる。計画にできる限り沿うよう粘り強い交渉を。
●消費税増税を見据え、プレミアム付商品券の速やかな発行により、
区内消費を下支えしたことを評価する。
●私立認可保育所の新設、既存園の増改築などにより、保育定員枠
481名の増加を図り、待機児童対策を着実に推進したことを評価する。
●幼児教育・保育の無償化を実施し、国制度に準じて、子育てニーズ
に応じてきた点を評価する。子育て世代の流入・定住化の推進を。
●新中央図書館は、公園と一体的な居心地が良くなるインフラ整備に
より、地域経済への効果が上がると期待する。

●コロナ禍により打撃を受けている区民や事業者に対し、様々な支援
を行っていることを評価する。引き続き、必要な経済対策を。
●大山町クロスポイント周辺地区整備に係る解体工事では、地域住民
の不安や疑問を解消するよう工事施工者に指導することを強く求める。
●高島平地域再開発は、買い物不便地域の解消など、できることから
機動的に着手し、まちづくりにおける具体的計画の提示を求める。
●自殺者対策として、専門部署を設置し、情報共有カードの活用の検
討を含め、全庁的な対応を行うことを要望する。
●安心して出産・子育てがしやすいまちをめざし、切れ目のない子育
て支援や、各家庭・妊婦に寄り添った産後ケアの強化を求める。

●実質単年度収支は、約20億円の赤字。コロナ禍で大変な時期に、区
民生活を守るために使う財政調整基金を財源として、東武東上線連続
立体化事業基金に約45億円積み立てた影響であり、到底納得できない。
●高齢者や障がい者支援は家族ありきではなく、1人でも自宅などで
充実した暮らしを継続できるよう介護人材・財源確保や支援の充実を。
●遊び場づくりは子どもに主体として参画してもらい計画策定を。
●障がい者施設の虐待と特別支援教室の不適切な指導は、対応の初動
の遅さと被害者を第一に守れなかったことが共通課題。改善を。
●地域共生社会に向け、子ども食堂や介護予防、障がい者事業など、
縦割り制度から深化させ、包括的な補助や協働の仕組みづくりを。

●大山地域再開発においては、住民の生命と健康を守るため、万全な
アスベスト飛散防止対策を講じ、住民への説明責任を全うすること。
●高島平のまちづくりは、区がトップダウンで押し付けるのではなく、
主役である地域住民が描いたまちの未来予想図を中心に据え、住民に
よるまちづくりの後押しを。
●産業経済費では、ウィズコロナを生き抜くため、企業の潜在能力を
高める支援や、倒産を防ぐための相談機能を強化し、区内産業に寄り
添った対応を求める。
●国民健康保険事業特別会計においては、地方自治法の規定に反し、
議会の議決なく会計処理がなされていたため、反対する。

歳出

決算額

2,213億5,716万7,376円

563億6,191万9,402円

407億492万3,315円

120億1,612万859円

1,992万2,797円

歳入

決算額

2,270億5,457万9,366円

573億5,729万2,989円

419億5,489万5,820円

121億4,399万7,218円

2,039万8,318円

予算現額

2,263億5,900万円

573億3,500万円

417億4,600万円

121億5,100万円

2,000万円

令和元年度（平成31年度）
各会計歳入歳出決算

一般会計

国民健康保険事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

東武東上線連続立体化事業

特別会計

決算の概要と決算に対する討論（要旨）

反 対 一般会計および4特別会計

反 対 一般会計および4特別会計

賛 成 一般会計および4特別会計

福祉予算拡充への舵切りと
一人でも孤立せず生きられる地域共生社会を

区民の安心安全、生命と財産を守るため
使命感と緊張感を持った取組みを

区民の暮らしに寄り添い
区民のための区政運営への転換を

無所属の会

共産党

自民党賛 成 一般会計および4特別会計

賛 成 一般会計および4特別会計

賛 成 一般会計、国民健康保険事業を除く3特別会計

反 対 国民健康保険事業特別会計

まちづくりや防災対策、子育て支援など
区民の要望に対し最善を尽くせ

令和元年度（平成31年度）

地域住民が主役のまちづくりに向け
区の姿勢の転換を

縦割り行政を克服し
きめ細かな区政運営を

民主クラブ

公明党

市民
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意見書とは、地方公共団体の公益に関する議会の意思を、意見と
してまとめた文書のことです。区だけでは解決できない課題につ
いて、国や都に提出し、解決を求めています。

指定難病の対象疾患拡大の検討対象と
なることを求める意見書（要旨）

「難病の患者に対する医療費等に関する法
律」では、幅広い疾病を対象として調査研究
・患者支援等を推進し、一定の要件を満たす
疾病を指定難病として医療費助成を行ってい
る。
新たに指定難病に指定されるためには、ま
ず厚労省の検討委員会において、要件を満た
すか否かの検討対象となることが必要である。
政府に対し、指定難病に指定されていない
難病や障害者総合支援法の対象外の長期慢性
疾患について研究を支援し、厚労省の検討委
員会での指定難病の検討対象を拡大するよう
強く求める。

（厚生労働大臣 宛）

地方自治体のデジタル化の着実な推進を
求める意見書（要旨）

社会全体でデジタル化が進むことで、東京一極
集中による人口の過度な偏在の緩和や、これによ
る大規模自然災害や感染症のリスクが低減できる。
地方自治体のデジタル化の着実な推進を図るため、
政府に対し、下記の実施を強く求める。
1 手続きを簡易にオンラインで実現できる仕組
みを構築すること。
2 情報システムの標準化・共通化、クラウド活
用を促進すること。
3 自治体情報セキュリティクラウドの更新時に
財政措置を講ずること。
4 制度改正に伴うシステム改修の際に、地方公
共団体に人的支援及び財政措置を講じること。

（内閣総理大臣ほか関係大臣 宛）

固定資産税及び都市計画税の軽減措
置継続に関する意見書（要旨）

新型コロナウイルス感染拡大により、事業
経営には多大な影響が及び、小規模事業者は
厳しい経営を強いられている。都民の生活や
小規模事業者の経営の安定のため、固定資産
税及び都市計画税の軽減措置の継続が必要で
ある。都に対し、下記の実施を強く求める。
1 小規模住宅用地に対する都市計画税を2
分の1とする軽減措置の継続。
2 小規模非住宅用地に対する固定資産税・
都市計画税を2割減額する減免措置の継続。
3 商業地などにおける固定資産税・都市計
画税について負担水準の上限を65％に引き
下げる減額措置の継続。

（東京都知事 宛）

今号から無料アプリ「カタログポケット」でもご覧いただけるようになり
ます。
カタログポケットでは、多言語翻訳と音声読み上げの機能が利用できます。
多言語翻訳では、日本語、英語、中国語（簡体字・繁体字）、韓国語、タ
イ語、ポルトガル語、スペイン語、インドネシア語、ベトナム語で読むこ
とができます。なお、自動翻訳のため、本来の意味とは異なる表現になる
場合があります。
音声読み上げは、聞きたい部分を指で押すと、音声を聞くことができます
（ベトナム語を除く）。
スマートフォンやタブレットなどで、いつでも手軽に区議会だよりを読む
ことができますので、ぜひご活用ください。

新型コロナウイルス感染症の予
防・感染拡大防止のため、本会
議場の議長席および傍聴者受付
にアクリルパーテーションを設
置しました。
引き続き、感染対策に配慮しな
がら、議会運営を行ってまいり
ます。

●会議は議会運営委員会を除き、午前10時に開会予定です。
開始日時が変更となる可能性がございます。

●手話通訳は希望日の7日前、一時保育は希望日の10日前、
ヒアリングループ（磁気誘導ループ）の利用（委員会室の
み）は希望の3日前（土日祝日を除く）までにお申し込み
ください。

●本会議の様子は、インターネットでライブ中継および録
画中継をしています。板橋区議会ホームページよりご覧
ください。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、
令和2年12月に開催を予定していた議会報告会
は中止となりました。

第7回議会報告会
中止のお知らせ

第4回定例会の予定
議会運営委員会（午後1時）

議会運営委員会（午前9時30分）

本会議

本会議

企画総務委員会

文教児童委員会

本会議

企画総務委員会

区民環境委員会

健康福祉委員会

都市建設委員会

文教児童委員会

議会運営委員会（午後1時）

東武東上線連続立体化調査特別委員会

健康長寿社会調査特別委員会

災害対策調査特別委員会

子ども家庭支援調査特別委員会

議会運営委員会（午後1時）

本会議

11月17日（火）

11月26日（木）

11月27日（金）

11月30日（月）

12月1日（火）

12月2日（水）

12月7日（月）

12月8日（火）

12月9日（水）

12月11日（金）

12月14日（月）

議会における新型コロナウイルス対策議議会会ににおおけけるる新新型型ココロロナナウウイイルルスス対対策策

議長席に設置したアクリルパーテーション

いたばし区議会だよりをスマホで！

こちらのコードからダウンロードできます。
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